
みなさまの　　から
より良いサービスの提供へ

生活習慣病にかかったときの経済的負担に
備えられる仕組みを作ってほしい。

みなさまからいただいたさまざまな「声」を受け止め、改善に取り組んだ事例をご紹介します。

声

3つのポイント

改 善 事 例 特 定 重 度 疾 病 共 済 の 新 設1

point

1

みなさま

声

の

三大疾病（がん、急性心筋梗塞、脳卒中）に加えて、
三大疾病以外の「心・血管疾患」や「脳血管疾患」、
さらには「その他の生活習慣病」まで幅広く保障します。

4つの疾病区分ごとに、共済期間を通じてそれぞれ1回、

最大で4回共済金をお支払いします。

point

2
point

3 継続的な治療による様々な
経済的負担に備えられるよう、

まとまった一時金で
受け取れます。

8

身近な生活習慣病のリスクに備える
「特定重度疾病共済」を2020年4月に新設しました。



JA共済ホームページで掛金シミュレーションを
したが、表示される掛金が年払いの金額なのか
月払いの金額なのかが分かりづらい。

共済掛金の表示に「/年」「/月」を追加し、ひと目で
年払いか月払いかが分かるように改善を2020年4月に実施しました。

改 善 事 例

年払いの場合

月払いの場合

掛 金 シミュレ ーションの 表 示 追 加2

みなさま

声

の
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先進医療を受ける際に、過去の治療歴により
「医療機関直接払制度が利用できない」と言われました。
JA共済に請求できるとはいえ、高額な治療費を
一時的に用立てるのは難しい。

より多くのご加入者さまに医療機関直接払制度をご利用いただけるよう、
利用条件を一部緩和し、さらに新たな医療機関も追加され、
全国で23の医療機関が当制度の対象となりました。（2020年9月現在）
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改 善 事 例 医 療 機 関 直 接 払 制 度の 拡 大3

みなさま

声

の

医療機関直接払制度とは

J
A

ご契約から2年以内にがん・脳腫瘍による
治療歴がある場合は医療機関直接払制
度が利用できない。

契約から5年経過しているご契約などに対し
ては、治療歴の有無にかかわらず医療
機関直接払制度が利用できる。

改訂前 改訂後2018年4月

先進医療共済金のご請求では、先進医療の技術料相当額をご加入者さまが医療
機関に支払ったのち、JAに共済金請求をする流れが通常となりますが、医療機関
直接払制度では、重粒子線治療・陽子線治療を受けた場合に、一定要件のもと
ご加入者さまに代わりJAが治療費（技術料）を医療機関に直接支払います。

先進医療共済金支払い

技術料請求 共済金ご請求

ご加入者さま
　（重粒子線・陽子線治療を受けた）

医療機関 JA

1 2

3



みなさまの声を活かした、これまでの改善事例

車が故障した際に、所有する携帯電話から事故・
故障時の連絡先であるフリーダイヤルが利用でき
なかったので、他の電話番号を設置してほしい。

みなさまの

声

「くるま」に関する事故・故障のご連絡先に、2018年４月より、
ＩＰ電話等、フリーダイヤルをご利用いただけない場合の電話番号を
設置し、ＪＡ共済ホームページ上に明記しました。

11

スマートフォンで資料請求を行おうと思ったが、
電話番号や住所の入力がしづらいので
改善して欲しい。

みなさまの

声

入力可能な文字を増やし、半角文字での入力も可能とするなど、
ストレスなくご利用頂けるよう見直しと改善を
2018年４月に実施しました。

病気やケガで働けなくなったときの生活費に
備えられる仕組みを作ってほしい。

みなさまの

声

病気やケガにより身体に障害が残ったときの収入の減少や
支出の増加に備えられる生活障害共済を2018年4月に新設
しました。


